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Cefpiramide(SM-1652)に よる尿路感染症 の治療

斉 藤 豊 一

虎の門病院泌尿器科

複雑 性尿路 感染症11例,単 純性尿路 感染症2例,計13例 の尿路 感染 症 に対 し,Cefpiramide

(CPM,SM-1652)1回,1～29を1日1回5日 間連続投与 した。

UTI薬 効評価基準 に よ り判定 した結果 は,単 純 性尿路感染症の2例 は著効,複 雑性尿路感染症

の11例 中,著 効3例,有 効5例,無 効2例,判 定不能1例 と,83.3%の 有効率 であった。

2例 に肝機能検査値異常が認め られ,さ らに1例 に耳のむずむず 感 を 訴 え るものが認められた
,

が,投 与終了後正常 に復 した。

Cefpiramide(CPM,SM-1652)は1980年 か ら住友

化学工業(株)と 山之内製薬(株)と の共 同開発が進め られ

てい るcephem系 に属す る注射用抗生物質であ る。 化学

構造はFig.1に 示 す とお りで,7位 側 鎖 にhydroxy-

pyridine環 を,3位 側 鎖にはtetrazole環 を有 す る も

ので,グ ラム陽性菌,グ ラム陰性菌共 に抗菌力を示 し,

なか でもPseudomonas属 には特 に優れた抗 菌力を示 す

ことが知 られ てい る。一方 ヒ トに静注 した場合の血 中濃

度 は従来 のcephem系 抗生物質のいずれ よりも高 く,生

物学的半減期 は4～5時 間 と長 くかつ連続投与 による蓄

積性 はみ られ ない とい う特 徴を有 している。 また尿中排

泄率は20～30%と やや低いが胆汁 中への移行 は優れ て

い る1)～5)。

Fig. 1 Chemical structure of CPM

今回,泌 尿器科領域 の感染症に対す るCPMの 臨床効

果を試み る機会を得たので,そ の成 績を報告す る。

I. 症 例

虎 の門病院泌尿器科 の入院 も しくは外来 の 患 者 で,

CPMの 適応 と考え られ る症例を選んで対象 と した。

症例はTable1に 示す とお りで,男10例,女3例,

全例13例 であ った。UTI群 別では単純 性の もの(A,

Bに 属 する もの)が2例 で複雑性 の もの(G3,G4に

属 する もの)が11例 で,カ テ ーテル留置症例 はない0

投与方 法は1日1回,CPMを1な い し2gを100な

い し200mlの 生理食塩 水に溶解 し,30分 かけ て点滴 静

注を行 なった。症例 に よっては始 めに1gを 使用 し,副

作用の ないこ とをた しか めてか ら,1回2gに 増量 した

症例 もあ る。

効果 判定はUTI薬 効 評価基準6)に 従 って行なった。

II. 成 績

急性単純性 尿路 感染症の2例(症 例No.1,No,2)は

2g,5日 間の連続投与 によ り,菌 の消失,膿 尿の正常化,

自覚症状 の消失 がみ られ,共 に著効 であった。

複雑性尿路感染症 に属す る例 は11例(症 例No.3～

No.13)あ り,そ の うち菌 の消失,膿 尿の正常化が認め

られ 「著効」 と判定 され たもの3例,菌 の消失,膿 尿の

改善がみ られた ものお よび膿尿 の改善はみ られなかった

が菌の消失が認め られ 「有効」 と判定されたものが5例

であ り,菌 の消失がみ られず膿尿 も不変,症 状も一部残

存 して 「無効」 と判定 された ものが2例,副 作用のため

1日 で投 与を打切 り 「判定不能」の ものが1例 であり,

有効 率は12例 中10例,83.3%で あった。

起炎菌 別にみる とE.coliに よる ものが12例 で,判

定不能 の例 のみがP.mirabilisに よるもので あった。

E.coli12例 中,菌 消失をみた ものが10例 で,残存は

2例 で あ り,菌 交代 をみ た例 はなか った。 したがって

E.coliに 対 する有効率 も83.3%と い うことになる。

副作用 は1例 にみ られ た。No.13の 例 で44歳 の女

性,数 年前に腎結石 のために左腎別除術を受け,現在は

右腎のみの単腎者 であ り,そ の腎盂 に ピンポン球大の扁

平な結石が存在 している。 そのために,い ままでも再三

腎盂腎炎を くりか え し,各 種 の抗生物質の注射,内 服を

受けていたが,今 回,再 度腎盂腎炎 の発作がみられたの

で,本 剤を投与 した。19を100mlの 生食水に溶解し,

約30分 位で終了す るよ うに,緩 徐 に点滴を始めた。約

2/3位 を 注射 し た 時点で,咳 漱発作が頻発 し,次いで

「耳の孔がむずむずす る」と訴 え,「今 までの抗生物質と

は違 う。今 までの薬剤 に変 えてほ しい」 と要求され,直

ちに点滴を中止 した ところ,間 もな く苦痛はお さまっ
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た。その間,血 圧の変 動はな く,翌 日の血液 生化学検査

値にも著変はみ られなか った。

血液生化学検査値に異常 のみ られ た例 が2例 あ った。

No.7の54歳 の男性 で,前 立腺肥大症が あ り,内 服剤 に

よる治療中の患者で,近 医 にカテーテル で導 尿を受 けた

翌 日より,排 尿痛,頻 尿 発 熱をみた。投 与前 のGOT

29(正 常値7～24),GPT21(3～25),A1-P6.7(2.8

～8.4),γ-GTP51(4～54)で あった ものが投与終了2

日後にはGOT22,GPT30(上 昇),A1-P10.4(上

昇),γ-GTP129(上 昇)と なったが,終 了後2週 問 目

にはGOT9, GPT6, Al-P5.8,γ-GTP19と そ れ

ぞれ正常値にもどった。

他の1例 はNo.9の56歳 の女性 で,右 腎が高度の遊

走腎で水腎症 とな っている。 国内旅行中 に右側腹痛,発

熱 膿尿とな り,本 剤 を投与 した。投与前 のGOT31,

GPT23, Al-P7.4で あ ったが,109投 与終了後2日

目にGOT128(上 昇),GPT93(上 昇),AI-P 1.5と

なったが,終 了後2週 間 目にはGOT25, GPT21, Al-

P6.8と それぞれ正常値に もどった。

III. 考 按

尿路感染症13例 にCPMの1な い し2gの1日1回

の点滴注射を5日 間連続投与 して効果を判定 した。単純

性のものは2例 中2例 に著効 で あ り,複 雑性の ものは

11例 中1例 が判定不能で,2例 が菌消失せず無効 と判定

された。複雑性のもののみについていえば80%の 有効

率であ り,全 体的 にみれば83.3%の 有効率であ った。

カテーテル留置例が なく,CPMに 対す る感受性の高

いE.coliに よる感染例が大部分 であ った ことが,こ の

ような高い有効率を示 した理 由である と考 え られる。 し

か し,1日1回 の投与で効果 のみ られ た ことは本剤 の優

秀性 を示す もの とい って もよい と思われ る。

また,一 方 で副作用 が1例,臨 床検査値の異常 を示 し

たものが2例 あった ことは注意すべ き点であ ることを指

摘 したい。 しか し,投 与 中止 もしくは終 了後には正常 な

状態 にも どった。
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THERAPEUTIC EFFECTS OF CEFPIRAMIDE (SM-1652)

ON URINARY TRACT INFECTION

TOYOKAZU SAITO

Department of Urology, Toranomon Hospital

Cefpiramide (CPM, SM-1652) was administered to 13 patients with urinary tract infection .
Eleven cases were chronic complicated urinary tract infection , and two cases were acute simple

urinary tract infection.
According to the criteria of UTI for clinical evaluation , clinical effects were obtained 83. 3% in

excellent or good responses .
As the side effect of cefpiramide, otalgia was observed in one case during administration of drip

infusion and two cases showed slight elevation of laboratory findings .
From the above results, it is concluded that cefpiramide is a useful drug for the treatment of

urinary tract infection .


